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・施工期間 ： 未定

□ 既設傾斜護岸の被災箇所については、細部構造
に関する具体的な検討を行い、災害復旧申請を
行う予定。
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被災箇所



□ 平面図
・平成１７年度に施工した傾斜護岸工 ３９０ｍが被災
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□ 縦断図
・黒書きは既設傾斜護岸工の計画天端高で、赤書きが現況天端高
・最大１．３３ｍの沈下が見られる
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□ 横断図（ＮＯ．５）
・黒書きが被災前の断面で、赤書きが現況の断面
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□ 横断の写真（ＮＯ．２）
・傾斜護岸工に大きな変調が見られない区間
傾斜護岸工天端から背面の天端被覆工までの高さは約１ｍ
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□ 横断の写真（ＮＯ．５）
・傾斜護岸工に大きな変調が見られる区間
天端被覆工天端から約３０㎝低くなっているため、計画天端高より約１．３ｍ沈下している
ことがわかる
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□ クラック状況写真
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